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災
害
時
等
要
援
護
者
の

補
足
調
査
を
実
施
し
ま
す

市
で
は
昨
年
、
災
害
時
に
要
援

護
者
の
生
命
や
身
体
を
保
護
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
支
援
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
等
の
実
態
調
査
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
本
年
も
、
前
回
の
調

査
以
降
に
新
た
に
対
象
に
な
ら
れ

た
方
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
、
民
生

委
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て
は
、

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
い

た
う
え
で
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
の
対
象
と
な
る
方

① 

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
及
び
高
齢
者
の
み
世

帯
の
方

② 

１
・
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方

③ 

Ａ
・
Ａ
１
・
Ａ
２
の
療
育
手
帳

を
お
持
ち
の
方

④ 
１
級
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
お
持
ち
の
方

⑤ 

特
定
疾
患
患
者
福
祉
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方

■
調
査
の
方
法

高
齢
者
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は

地
区
担
当
の
民
生
委
員
が
直
接
伺

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
対
象
者
の

方
に
つ
い
て
は
、
調
査
用
紙
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。

■
調
査
実
施
時
期

10
月
中
旬
〜
11
月
中
旬

■
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
５

社
会
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
２

介
護
施
設
見
学
会
を

実
施
し
ま
す

日
ご
ろ
見
る
機
会
の
少
な
い
市

内
の
介
護
保
険
施
設
を
見
学
し
て
、

「
介
護
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
日　

時

11
月
12
日
㈪

午
後
1
時
30
分
〜
４
時
予
定

■
見
学
施
設
（
予
定
）

・ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま
ほ
ろ

ば
の
里

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
し
ば
し

■
集
合
場
所

き
ら
ら
館
・
国
分
寺
庁
舎
・
グ

リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
南
河
内
庁
舎
（
バ
ス
で

巡
回
送
迎
し
ま
す
）

■
対
象
者

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
定　

員

20
名

■
申
し
込
み
締
切

10
月
25
日
㈭
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
5

栃
木
県
立
聾
学
校
・

学
校
公
開

聾
学
校
や
聴
覚
障
が
い
教
育
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

適
正
就
学
の
参
考
の
た
め
学
校
公

開
を
実
施
し
ま
す
。

■
日　

程

11
月
20
日
㈫

午
前
９
時
45
分
〜　

受
付

午
前
10
時
〜　

校
長
あ
い
さ
つ
、

見
学
に
つ
い
て
の
諸
注
意

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
０
時
30

分　

学
校
概
要
説
明
、
授
業
・
施

設
設
備
等
参
観
（
自
由
参
観
）

※ 

学
校
概
要
説
明
を
希
望
さ
れ
な

い
方
は
、
諸
注
意
が
終
わ
り
し

だ
い
自
由
参
観
可

■
場　

所

栃
木
県
立
聾
学
校

（
宇
都
宮
市
若
草
２
-
３
-48
）

■
申
し
込
み
方
法

11
月
９
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
直
接
聾
学
校
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
聾
学
校

☎
0
2
8（
6
2
2
）3
9
1
0

0
2
8（
6
2
4
）6
8
8
7

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

事業主の皆さん、個人住民税は
特別徴収で納めましょう
■個人住民税の特別徴収とは、事業主（給与支払者）が
所得税の源泉徴収と同じように、従業員（納税義務者）
に代わり、毎月従業員に支払う給与から個人住民税を
天引きし納入していただく制度で、下野市では 3，903
の事業所で取り組んでいます。
■事業主（給与支払者）は特別徴収義務者として、法人・
個人を問わず、全ての従業員について、個人住民税を
特別徴収していただく必要があります。
■特別徴収に関するＱ＆Ａ
Q．特別徴収はしなくてはいけないのですか？
A．所得税の源泉徴収義務のある事業主（給与支払者）
は、従業員（納税義務者）の個人住民税を特別徴収する
ことが法律（地方税法第 321 条の４及び市条例）により
義務づけられています。
Q．特別徴収をするメリットはあるのですか？
A．①事業主（給与支払者）は、個人住民税の計算を市
が行いますので、所得税のように事業主（給与支払者）
が税額を計算したり年末調整をする手間はかかりません。
②従業員（納税義務者）は、金融機関に出向いて納税す
る手間が省け、納付を忘れて滞納になったり、延滞金
がかかる心配がありません。さらに特別徴収は納期が
年12回なので、普通徴収（年４回）に比べ１回あたりの
納税額が少なくて済みます。
■問い合わせ先　税務課☎40－5554


